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大規模小売店舗立地連絡調整会議の関係者意見及び店舗設置者の回答 

〔(仮称)沼田モール〕（1/1） 

 

項 目 意見内容 回  答 

交 通 

【安佐南警察署 交通課】 

 関係機関意見及び回答のとおり、開店又は

セール時等、一般交通に影響を与えることの

ないように、誘導員による誘導等の必要な交

通対策を適正に実施すること。 

 開店の交通対策については、署と事前に協

議をお願いする。 

 

 

 開店又はセール時等、一般交通に影響

を与えることのないように、誘導員によ

る誘導等の必要かつ適正な交通対策の

実施に努めます。 

 開店の交通対策については、警備計画

を作成し、事前協議を行います。 

その他 

【教育委員会 健康教育課 学校安全対策担当】 

 付近には伴小学校の通学路があることか

ら、児童の登下校における安全が損なわれる

ことのないよう、状況に応じた必要な対応に

ついて、配慮をお願いする。 

 

 

児童の登下校の安全が損なわれないよ

うに注意し、状況に応じて必要な対応を

行います。 

その他 

【広島県警察本部 生活安全部 生活安全総務課】 

 防犯対策へ協力をお願いする。 
 

〔万引き防止対策について〕 

 令和2年中、県内の刑法犯認知件数は減少傾向

だが、万引き被害は全体の約17％を占めるなど高

止まり状態となっているので、以下の対策を参考

にすること。 
 
１ 店舗開設前 

○ 売場の構築 

・「売場レイアウト」について 

来店客がレジコーナーなど店員が配置さ

れている施設付近を通らなければ店外

（売場外）へ出ることができないような

レイアウトが効果的である。 

・「照明」について 

暗い売場は視認性が悪く万引きなどの犯

罪を誘発する可能性が高いため、高照度

の照明を設置することが効果的である。 

・「被害防止に配意した商品の配置」について 

死角への商品展示はできるだけ避け、高

額商品・人気商品・売筋商品等は、外装

のみの展示や店員が常駐するレジ付近な

 

 左記内容を参考に、効果的な防犯対策

を講じ、万引きや自転車盗被害の防止に

努めます。また、有事の際は、身の安全

を第一に速やかに 110 番通報を行いま

す。 
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どへの展示が効果的である。 

・「防犯カメラ」の設置 

死角をカバーするなど、効果的な設置に

配意すること。 
 
○「万引き追放宣言店（※）」への加入検討 

※ 平成 22 年から開始している広島県警察の

取組で、加盟各店へ掲示用ステッカー・宣言

書を配布、「万引き追放宣言の店ニュース」配

信による定期的な注意喚起情報を発出してい

る。加入方法については、管轄警察署（安佐

南警察署生活安全課）もしくは警察本部生活

安全部生活安全総務課まで相談。 
 
２ 店舗開設後 

来店客への顔を見ての挨拶やエコバック使

用上のマナーを広報することなど、基本的な防

犯対策が有効である。 

併せて、「防犯カメラ」の点検整備（適正な

画角になっているか否か、機器異常の有無）に

も配意すること。 
 

〔自転車盗被害防止対策〕 

 万引き同様全刑法犯に占める割合が高い（約

21％）ほか、約66％が無施錠による被害となって

いるので、以下の対策をお願いする。 
 
１ 店舗開設前 

○「駐輪場」について 

視認性が高く死角の少ないレイアウトに配意

すること。 

○「防犯カメラ」の設置 

利用者に見えやすい位置へ「防犯カメラ作動

中」などの看板を設置することで、防犯効果

が高まる。 
 
２ 店舗開設後 

駐輪場に対する巡回による警戒や、店内放送

等を活用した自転車利用者への声かけ（確実

な施錠・２ロック）が効果的である。 

併せて、「防犯カメラ」の点検整備（適正な画

角になっているか否か、機器異常の有無）に

も配意すること。 
 

 なお、有事の際は、身の安全を第一に速やかな

110番通報をお願いする。 

 

 


